
一般会計歳入 181億3,664万3千円
　　　　　 （前年度比15.7% 減）

一般会計歳出 171億6,486万4千円
　　　　　 （前年度比17.1% 減）

令和3年度決算報告令和3年度決算報告
皆さんが納めた税金や、国・県からの補助金などが
どのように使われたのかお知らせします。

この他にもさまざまな
事業を実施しました。

【収支の状況】　歳入から歳出を差し引いた額は 9億 7,177 万 9千円で、これから翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた実質収支は 7億 4,549 万 9千円となりました。

用語解説
市税…皆さんが市に納めた個人・法人市民税や
固定資産税、軽自動車税など
国庫（県）支出金…国（県）が、市の事業に対して
交付した負担金や補助金
地方交付税…国が各市町村の財政力に応じて交
付したお金
市債…国や県、金融機関などから借り入れたお金
地方消費税交付金…人口や従業者数に応じて、
消費税の一部が市に交付されるお金
繰越金…前年度から繰り越されたお金

歳 入

注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場合があります。

歳 出

報告します！

ゾーン 30道路標示等設置事業

小・中学校GIGAスクール構想推進事業

白岡宮代線道路改良事業

地域部活動推進事業

令和3年度一般会計の主な事業

▲ゾーン30指定区域内に道路標示などを設置しました。

▲ICT 教育推進のため、タブレット端末などの整備をしました。

▲都市計画道路「白岡宮代線」の整備をしました。

▲部活動の段階的な地域移行に関する実践研究を行いました。 財政課財政担当 ☎0480（92）1111 内線363問合せ

市の借金（市債）はどのくらいあるの? 市の貯金（基金）はどのくらいあるの?
182億7,662万円
（前年度比4億8,862万円減）です。

44億1,168万5千円
（前年度比約8億6,363万4千円増）です。
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特別会計・公営企業会計決算
特別会計 歳         入 歳         出 差  引  額

国 民 健 康 保 険 50 億 214 万 5 千円 46 億 7,787 万 1 千円 3 億 2,427 万 4 千円

後 期 高 齢 者 医 療 6 億 8,556 万 5 千円 6 億 8,095 万円 3 千円 461 万 2 千円

介 護 保 険 37 億 9,110 万 7 千円 36 億 2,426 万 3 千円 1 億 6,684 万 4 千円

蓮 田 都 市 計 画 事 業
白岡駅東部中央土地区画整理事業 2 億 5,600 万 3 千円 2 億 77 万 4 千円 5,522 万 9 千円

公営企業会計(消費税含む) 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水 道 事 業 会 計 11 億 9,006 万 9 千円 9 億 5,864 万 7 千円 5,808 万 1 千円 4 億 3,584 万 4 千円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 9 億 8,553 万 2 千円 9 億 3,838 万 8 千円 5 億 1,922 万 7 千円 8 億 1,755 万 6 千円

農業集落排水事業会計 8,488 万 2 千円 8,417 万 5 千円 2,269 万円 3,529 万 5 千円

監査委員の意見（要約）
　「決算書」「実質収支に関する調書」「財産に関する調書」に関し、市長から送付された決算、附属書類などについて、
歳入歳出の関係諸帳簿と証拠書類を照らし合わせて審査した結果、関係書類はいずれも法令に適合し、計数も正確であり、
その内容は妥当なものと認められた。 令和4年 8月 8日　白岡市監査委員　鬼
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令和3年度決算に基づく健全化判断比率  ・資金不足比率
地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき公表するもので、白岡市は健全な状態であると言えます。
○健全化判断比率

項目 説明 算定結果
白岡市の財政規模に基づく基準値

早期健全化比率 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計などの実質赤字※2が
標準財政規模※3に占める割合 黒字のため

該当なし
13.17 20.00 

連結実質赤字比率 全会計の実質赤字が標準財政規模に
占める割合 18.17 30.00 

実 質 公 債 費 比 率 一般会計などが負担する公債費が
標準財政規模に占める割合 5.5 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 一般会計などが将来負担すべき債務が
標準財政規模に占める割合 - 350.0 -

（%）

○資金不足比率

※ 1全国の地方公共団体の財政状況を統一的な基準で比較するための 4つの指標。
※ 2形式収支（歳入決算－歳出決算）－翌年度繰越財源＝実質収支、この実質収支が赤字の状態。
※ 3地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模。

項目 説明 算定結果 経営健全化基準 白岡市の比率

資金不足比率
公営企業会計の資
金不足額が当該会
計の事業規模に占
める割合

各会計資金不足
がないため該当
なし

20.0 各会計資金不足・比率該当なし

（%）

※1

その他(4.4%)
8億2,242万4千円

市税(39.9%)
72億3,044万8千円

市債(5.8%)
10億5,031万4千円

国庫支出金(22.1%)
　40億224万6千円

分担金及び負担金(0.7%)
1億2,590万4千円

地方消費税交付金(6.0%)
10億8,547万3千円

繰越金(4.5%)
8億1,229万4千円

地方交付税(10.8%)
19億5,002万1千円

県支出金(5.8%)
10億5,751万
9千円

その他(2.5%)
4億3,708万2千円

民生費(43.6%)
74億7,724万9千円

土木費(10.1%)
17億2,809万
4千円

総務費(15.1%)
25億9,526万8千円

農林水産業費(1.3%)
2億2,413万4千円

公債費(7.2%)
12億4,467万8千円

衛生費(8.6%)
14億6,932万8千円

消防費(4.0%)
6億8,150万4千円

教育費(7.6%)
13億752万7千円
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